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木片発見層火山灰質シルト層

御富士山？ 岩屑なだれ堆積物

火山灰シルト層
白戸川下流左岸露頭

火山灰質シルト層
は広く分布してい
る。

岩屑なだれ堆積物

岩屑なだれ
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①火砕流（泥流）下部浸食作用

②加重変形

降下火山灰層を切る火砕流（泥流）
２ 火砕流（泥流）

３ 降下火山灰層

１ 降下火山灰層 二枚橋付近露頭

下部の層は固結前の上部から火砕流、岩屑なだれによって変形。



（火口）

２





補足・・提橋氏は提橋（さげはし）昇氏、1950年代～1960年代那須農業高校の地学クラブで地下水探
査に尽力した。栃木県立博物館の設立に関わり、那須野が原の地質や地下水に関する学術論文の先駆者。



新しい茶臼岳

馬蹄形窪地（カルデラ）
４万年～７万年前

古茶臼岳 17～7万年前噴火

幻の湖

朝日岳

新しい茶臼岳

三本槍ヶ岳
南月山

黒磯・余笹川岩屑なだれ

３ 幻の湖
まとめと課題－1

③馬蹄形窪地（カルデラ）

④
幻
の
湖
約
４.2
万
年
前

⑤新しい茶臼岳 1.6万年前

①古茶臼岳噴火

提橋氏・標高1650m地点
⾧谷川氏・標高1000m未満地点

（あ）標高の相違 大きさ 火口湖かカルデラ湖

（い）植物化石の産状

②山体崩壊 ・火砕流、＊岩屑なだれ

岩相、粒度、クロスラミナ・層理、級化層理、
淡水性の生物、花粉分析、ソールマーク、x線CT撮影

・木片（炭化？）C14放射線炭素測定
・葉（塩原）

36～27万年前噴火

御富士山岩屑なだれ

7万年～4万年前

４万年～７万年前

⾧谷川氏

ア古茶臼岳 藤田氏
イ朝日岳 産総研

4.7～2.1万年前

4.2 万年前（⾧谷川氏）

（う）湖沼堆積判別



⾧谷川氏作成の考察資料

②岩屑なだれ堆積物

①岩屑なだれ堆積物

③岩屑なだれ堆積物

山体崩壊して
馬蹄形カルデラを
形成した
御富士山岩屑なだれ
（4.7～2.1万年前）は？

柱状図 3－2



古茶臼岳

南月山
朝日岳

南月山 朝日岳

２噴火した古茶臼岳は山体
崩壊した。同時に御富士山岩
屑なだれを発生して麓に流れ
た。馬蹄形のカルデラができ
る。（7万年～4万年前）

南月山 朝日岳

３カルデラに
湖沼ができる。
湖沼は複数か。
隆起差か。

4 カルデラ内
に新しい茶臼岳が
噴火活動を始める。
（1万6000年前）

南月山 朝日岳

1古茶臼岳が噴火する。（7万年～4万年前）

新茶臼岳

４ 幻の湖から
実在の湖へ

おわり

カルデラ

岩屑なだれ

湖沼
（カルデラ湖）


